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【講師プロフィール】 

  

 

 メロディーは、音楽を構成する要素の中でもっとも重要なものです。どんな曲なのか問われたときに

は、多くの人がメロディーを口ずさんでそれを伝えるでしょう（リズムパターンやハーモニーでそれをす

る人には、私はお会いしたことがありません）。つまり、その音楽を一番代表しているもの、ということ

ができるのではないでしょうか。 

 このメロディーを作る上で鍵になるのが音階や旋法です。メロディーの素材を高さ順に並べたものが音

階、さらに音ごとになんらかの役割を持たせたものが旋法です。つまり、これらはメロディーを作るため

のガイドになるものなのです。 

 今回は、既存のメロディーで使われている旋法を入れ替えて、まったく雰囲気を変えてみたり、おかし

なものにしてしまったりしてみようと思います。悲哀に満ちたラジオ体操や、情熱的な《クラリネットを

こわしちゃった》ができるかもしれません。 

 また、この作業をとおして、音階がもたらすイメージや雰囲気について考えることにもつながります。

実際の楽曲での使われ方にも目を向けて、参考にしていきたいと思います。 
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